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　山陰海岸ジオパークは山陰海岸国立公園のエリアを中心とした京都府北西部から兵庫県北部、鳥取県北東部

に位置する広大な面積を持つユネスコ世界ジオパークである。メインテーマは「日本海形成に伴う多様な地

形・地質・風土と人々の暮らし」。 

 

 

　現在、山陰海岸国立公園および山陰海岸ジオパークエリア内には多様なアウトドアアクティビティを行う事

業者が存在している。シーカヤック、シュノーケル、ダイビングなど海の活動、山間サイクリング、ツリーイ

ングなど山の活動、スキー、スノーシューなど雪を使った活動、砂丘地を使ったサンドボードや岩場を使った

ラバートレッキングなど様々なアクティビティが３府県内20を超える事業者によって営業されている。 

 

 

　それぞれのアクティビティにはそれぞれ適した地形要因が存在し、多様なアクティビティが存在する背景に

は多様な地形地質の存在が必要不可欠である。本発表では山陰海岸ジオパークで行われている多様なアク

ティビティとそれらを生み出した山陰海岸の多様な地形地質についてつながりを持って説明する。 

 

 

　また、エリア内のアクティビティ事業者は「山陰海岸ジオパークアクティビティ連絡会（SGAR）」を立ち

上げ、合同で関西圏でのプロモーションや共通パンフレットの作成などを行っている。環境省・ジオパーク協

議会・アクティビティ事業者の連携によって生まれた新たな活動についても合わせて報告をおこなう。
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